
1 0 月 定 例 教 育 委 員 会 会 議 録

１ 開 催 日 平成 26 年 10 月２日（木）

２ 開 催 場 所 教育委員室

３ 出席した委員 神吉委員長、吉田委員、森委員、田渕教育長

４ 出席した職員 諏訪教育総務部長、松尾教育指導部長、

大西教育総務部次長、高田教育指導部次長、

日浦教育指導部参事、

小林教育総務課長、荻野学務課長、

野村社会教育・スポーツ振興課長、

森山青少年育成課長、長谷川教育研究所長、

鶴谷文化財調査研究センター所長、

芝本教育総務課副課長

５ 傍 聴 者 １人

６ 議 事 の 要 旨

○ 開 会 午後２時００分

○ 会議録署名委員指名のこと

吉田委員、森委員に決定

○ ９月定例教育委員会会議録報告承認のこと

（事務局より会議録朗読報告）

承 認

○ 会議公開の可否決定のこと

全ての議事を公開することに決定



（協議事項）

１ 加古川市立視聴覚センターを廃止することについて

（教育指導部参事より 説明）

原案可決

委 員 ： 視聴覚センターの事業として、「視聴覚教材の制作」が条例に

明記されているが、教材制作が年間どの程度行われているか、予

算措置も含めて教えてほしい。

事 務 局 ： 視聴覚センター設立当初は加古川市の特産品や伝統工芸品に関

する教材制作を行っていたが、現在は教材制作しておらず、教材

制作のための予算措置も行っていない。

委 員 ： 平成 27 年４月に開設される「人権文化センター（仮称）」につ

いて、設置場所等、詳しく教えてほしい。

事 務 局 ： 中央隣保館の跡地に現在建設中であり、研修啓発活動の拠点に

していこうと考えている施設である。

委 員 ： ＶＨＳやＤＶＤ等の教材は図書館では取り扱っていないのか。

教材を図書館に移管するという考えはないのか。

事 務 局 ： 図書館においてＶＨＳやＤＶＤ等の教材を取り扱っているかに

ついては現在把握していない。教材の移管については、これまで

の経緯や事務分掌等を考慮し、人権教育に関するもの以外は引き

続き教育研究所が保管し、貸出等の業務を行う予定である。

委 員 ： 移管するものと移管しないものをもう一度整理して教えてほし

い。

事 務 局 ： 人権教育に関するＶＨＳやＤＶＤ等の教材、プロジェクターや

スクリーンといった上映用の機器の一部については「人権文化セ

ンター（仮称）」に移管予定である。それ以外の教材や機器が教

育研究所に残ることになる。

委 員 ： 人権教育に関しては、市長部局と教育委員会において、いわゆ

る二重行政になっていないか。



事 務 局 ： 人権教育関係に関する教材については市長部局に一本化し、学

校教育に関する教材については教育委員会に集約する予定であ

る。これらについては、今後市民に対しても様々な媒体を利用し

周知していきたいと考えている。

委 員 ： 人権推進員等に対しても周知徹底をお願いしたい。

委 員 ： 教育研究所に残った教育教材についても効果的にＰＲを行う等、

視聴覚センターの廃止を機に、一度整理して有効活用につながる

よう取り組んでいってほしい。

（協議事項）

２ 加古川市文化財審議委員の委嘱について

（教育指導部次長より 説明）

原案可決

委 員 ： 退任される委員の退任理由を教えてほしい。

事 務 局 ： 内部規程において定められている「12 年」という任期の上限を

超えることになるためである。

委 員 ： 審議委員会は定期的に開催されているのか。

事 務 局 ： ６月に１回、年内に１回、１月以降に１、２回開催しており、

年間３、４回の開催状況である。

委 員 ： 条例の目的から考えると、文化財審議委員会の役割には、文化

財の適切な保存方法の審議や、保存した文化財の効果的な活用に

つながるＰＲ活動が含まれていると考える。特に子ども達に対し

てそれぞれの学区内にある文化財を知ってもらえるよう積極的

なＰＲ活動を行ってほしいと考えているので、文化財審議委員に

対して周知徹底をしてもらいたい。また、そのような活動に必要

な予算措置があれば検討してほしい。

委 員 ： 新任の委員２名の得意としている分野を教えてほしい。

事 務 局 ： １名は埋蔵文化財の専門家である。もう１名は、加古川市内の

大学に勤務しており、本市の歴史・現状に詳しい方である。



○ 次期定例教育委員会予定日のこと

11 月６日（木）午後２時から 開催することに決定

○ 教育委員諸報告

〔委員長より〕

(１)全国市町村教育委員会連合会理事会について

９月25日に札幌市において開催され、文部科学省より「教育委員会の抜本的改

革について」等の説明があった。

(２)兵庫県市町村教育委員会連合会常任理事会について

10月１日に神戸市において開催され、大島巧男氏が新たな会長に決定した。

○ 教育長諸報告

(１)平成 26 年第５回市議会（定例会）日程について

11月28日から12月11日に開催される。

(２)平成 26 年度近畿都市教育長協議会研究協議会について

10月23日に加古川プラザホテルにて情報交換会等を行い、10月 24日には鶴林

寺等の視察を行う。

○ 教育総務部長諸報告

（１）平成 26 年第４回市議会（定例会）における人事案件について

９月 25 日（木）に開催された平成 26 年第４回市議会（定例会）において、

坂元委員、廣岡委員及び森委員が教育委員に任命されることに同意された。

（２）幼稚園児の募集について

加古川市立幼稚園において、幼稚園児の募集を行う。

（３）地区別行政との懇談会（志方地区）について

10 月 21 日（火）に開催予定の志方地区の懇談会で、「志方小学校のグラウン

ド整備について」の議題が予定されている。

以上、３件について報告



○ 教育指導部長諸報告

（１）トライやる・ウィーク（後期）の実施について

期 間：11 月 10 日（月）～14 日（金）

実施校：氷丘中、山手中、平岡南中、別府中、加古川養護学校（計５校）

（２）オープンスクールの実施について

オープンスクールを実施する。自由に授業参観してもらえる。

（３）平成 26 年度加古川市少年善行賞表彰について

青少年の健全育成に資するため、他の範となる善行を行った本市の児童生徒

に加古川市少年善行賞を授与する。

日 時：11 月 10 日（月）15：30～

場 所：加古川市総合福祉会館 大ホール

（４）青少年の健全育成を考えるつどいの実施について

10 月 26 日（日）、市民会館中ホールにおいて開催する。

発 表：「加古川市のこども達のためにできること・していること」

加古川市 福祉部 こども支援局 こども課

講 演：「未来に残す宝物」兵庫県人権啓発協会 研修講師 永松 國光 氏

（５）第２回市民スポーツカーニバルの開催について

11 月２日（日）、加古川市民スポーツカーニバルを加古川運動公園陸上競技

場等で開催する。

（６）第３回社会教育委員会議の報告について

９月 24 日（水）、第３回社会教育委員会議を開催した。

（７）加古川市家庭教育セミナーⅢの開催結果について

９月 20 日（土）、アラベスクホールで開催した。

（８）市内公民館登録団体代表者研修会の開催について

公民館登録団体代表者を対象に、10 月 25 日（土）、加古川北公民館において

開催する。

（９）人権ふれあいフェスティバルの開催について

各隣保館エリアにおいて、人権フェスティバルを開催する。

（10）補導だより「ひまわり」の発行について

加古川市少年補導委員会広報部から補導だよりを発行した。



（11）「ことばの力」育成プログラム研究発表会の開催について

10 月 30 日（木）、加古川小学校において開催する。

（12）幼稚園教育研究発表会の開催について

10 月 31 日（金）、平岡東幼稚園において開催する。

（13）ラジオ体操実施等に関するアンケート結果について

町内会・自治会及び少年団へのアンケート結果がまとまった。

以上、13 件について報告

○ その他

(１)子どもの交通事故について

（吉田委員より 説明）

子どもの交通事故状況等について、保護者間の共通理解を得るため、教育委

員会として公表していくことについて、必要性も含めて検討してほしい。

○ 閉 会 午後３時 10 分


